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青い空摂の山と風

黄ものうね',ほ

人類の理想文化を表わす。

それらが混林一体諄和して
日―タリーの理想に向って

昂つて行く革を示している。

第 249回 例会報告 (12/O
(1995年～H996年度第22回例会)

新会員入会式 会員増強委員会委員長 横 倉  議

新入会員 内国 茂 男様

1 推 薦の言賓 推薦者 遠 藤 立 ―

内日さんは非常に温厚な真面国な方で趣味す吉

楽 Jル フ ロ 碁などです。又 家 族は奥京と子

検 2人の 4人家族です。内lBさんは大阪大学を卒

業じ 卜 ∃夕自販に入社しました。現在 ト ヨタ

西東京力□一ラにおります。

私は 四 年ほど前に府中から多摩 (関戸橋)に

移ってj~tました。新本社を二て ト ヨタ西東京力

B一 ラに勤めております。私は地域社会の交流と

いう事で考えて参りました。又 先 ほど 「囲つの

テスト」を頂き頑張ってイiきたいと思います。よ

ろし<お 願い致します。

2 入 会挨拶

3 歓 迎の言葉

内田 茂 男

会長  萩 生回茂夫

只今 遠 藤立一会員から紹介が有りました通

り 誠 に宗靖らしい会員が御大会頂き 当 クラブ

に相応しい人です。又内日さんは 「アデショナ

ルJ会 員という享で大会頂き 誠 にうllがとうご

ざいました。
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③国歌 「君が代」

SAA委 員会委員  猪 般 末 男

会長  萩 生回茂夫

③ロータリーソング「奉仕の理想J

「
―
―
―
―
―
コ

③お客様紹介        会 長

宋  IF燎 様 (米口奨学生)

ソングリーター

菊池  敏

萩生国茂夫

③会務報告 会長  萩 生回茂夫

C 昨 日12局5日 会 長 草 事会が詞布で行われまし

て□一タリー地区大会には な るべ<多 くの参加を

御願い致します。

C 第 2750地 区東分区の分区代理に稲材の山本英二氏

が決定しました。

C ttLL奨学生 選者会の委員長に出席依頼が参って

おります。

場所は調布の 「たづくりJの予定です。

東京多摩グリーンロータリー・クラブ
会   長 :萩生日茂夫   副 安員長 :着尾碧式離 山崎 光 ―

幹   事 モ橋□ 洋 三   香   員  平野行慶 飯島搭美 根本泰守
会報委員長 :小城 爵員        関 嗣綾二 城倉正博 戸 口昭毒

例会場 多摩そごう?Fバ ンケットルーム



◎幹事報告         幹 事  橋 日 洋 三

1)来 口OSEを 迎えての多摩 稲城RCと の3クラブ

合同例会はスポンサークラブの例会日 3月 19日

(火)に なりました。 3月20日 (水)は 春分の日で

休会ですので3月 13日 (水)を その振首えとする事

になりました。よって3月 13日 (水)は 休会です。

なお 3月 190(人 )の 3クラフ合同例会は全員登

録になりましたのでお願いします。

2)Rの ブラウン会長より1996年のカルガリー国際大

会に展示される 「住みよい世界を作るためにJを

テーマにした 小 学校の児童を対象にしたポス

ター コ ンテストの誉洵の実内が来ています。この

冬休みに小学生の子供 お 孫さんに応事させたい会

員は 詳 しくは幹事にお知らせ下さい。

3)第 2750地 区せ昇社会奉仕委員会より東南アジアの

難聴児救済ブロジェクトのチヤリティーコンサート

ヘの出席のお康いが来ています。

2月 23日 (全|(□―タリー創立記念日)600開 演

虎ノ門本一ル 入 場料8000円

3ク ラブ20名の書J当です。今年度は3ク ラブに拠

出全をδ願いするのではなく チ ャリティーコン

サートを開催することになLlました。

秋山ガバナー年度に発足し 6年 間に及ぶ当地区

の支援は今年度を以て1冬了となりますので 最 後の

支援を皆様に是非お願い致したく 会 員の皆様方に

チャリティーコンサートヘのご出席をご雲請賜りた

く 宜 じ<め 願い申し上げます。との事です。

4)本 日の例会後にカルガリー国際大会に参加希望者

と考慮中で参洵出来るかもしれない方は残って下さ

い。例会後にこの例会場で説明がありますのでよろ

し<お 願いします。

委員会報告

◎ニヨニコBOX 親 陸活動委員会委員 伊 津ケイ子

奥日 文 夫 !先週お祝いをいただきましたので。

横倉  震 :内日さんご大会おめでとうごさいます。

伊藤 英 也 !内日様の大会を視して.

伊東  巌 !内日様の人会を心からお視い申し上すます。

遠藤 立 一 !内日さんの大会を祝って。

本日合計 全 20000円 本年度晏計 全 509278円

◎ 出席報告   出 席委員会目,委員  菊 池  敏

ロ メークアッブ   2も

大松 誠 二 112-5多 摩)

高野 範 航 (12/5多 摩)

■ 欠席届出を    10名

大松 誠 二   石 日 政 曙   風 自 茂 穂

北村 幸 彦   奈 CB 舞 子   中 山順―郎

El畑  博    日 中  富    鶴 海英二郎

曰井  樽

■ 欠席届      3名

足立凋三郎   伊 神  命    戸 口 昭 寿

日―タリー豆知識  日 ―タリー情報委員長   宮 本   誠

□一タリークラブ定款の説明第 6案職芸分類につい

て 第 ?実出席についての説明,

会員総数 54名

出席者数 42名

本国出席率 7636%

11/22出 席率 9259%

萩生日病夫

橋□ 洋 三

大熊 将 夫

津守 弘 範

飯島 裕 美

内日様御大会御目出度う御座店ます。今

後共よろじ<御 願い致します。

内日茂男様本年度初めての入会おめでと

うございます。

委員長伊東さんに呼び止められたので。

橋本さんの卓話たのしみにしています。

内日様御入会おめでとうございます。

これからの卓話

1 2月 2 0日

1 2月 2 ?日

1月1 0日

1月1 ?日

1月2 4 9

1弓3 1 B

クリスマス例会 t京エブラザホテル多唇十

夜筒例会

(卓話)吉沢 )1景

「難忠―内科医として一」

十卓話)飯島 裕実

「私違の生活と水J

【卓話)赤尾 示雄

「□―タリーについてJ

(卓話)根本 泰守

「我が職業を語る一沼類販売―J

(今週の担当 1域倉 正 情)



わが国の宗教教詞の歴史は 古 く末雀天皇の天慶元年

(938年)に さかのぼると言われておりますが 指 正施設

に於ける宗教裁議は 明 治 5年の意獄則の制定に当たっ

て 民 同篤志の宗教家の高願によって始められ そ の後次

第に国のおJ度として笹立されるに至りましたが 終 戦後の

連合国の占領政策によって 国 の機関による宗教活動も全

廃され い わゆる政教分離が行われ 純 然たる京教教誨

は 収 容着の希望をを酌し 民 間宗教家に委嘱する事とな

Llました。ここに痛正施設に於ける宗教教誨は民間篤志の

宗教家によって新たに発足し 今 日に至ってまいりまし

た。

嬌正施設に於ける宗教教議は 被 収容者の基本的人権で

ある信教の自由を実質的に保障すると共に級収容者の宗教

的歓求に応えるため 心 の安定を□り 精 神的救済及び感

館を与える事でその政喜寅生を促し 再 犯の防止 そ して

個々の教誼師の豊富な人生経験に基づ<真 書な指導を通じ

て 被 収容者に罪の意討を自覚させ 吉 悩を救い 将 来の

生活に希望をもたせるなど 被 収容者の寅生のために 極

めて重要な役書」を果たしております。

教誨とは 人 を教え諭じ導く意味で 「誨Jは 母が常に

家にあって □ 伝えに教え諭すと言う事です。これに対し

て 陀 処 は父が子に支をもって道理を伝えると説明され

ています。この教誨の熟言は嬉正上の用語として社会的に

定着しております。

社会の秩序をるLじ 法 を犯した者の改善更生を図るため

に所定の施設に収容して行う高」度は 鳩 正電の所菅であ

り 社 会内に於いて処遇する業務は保護烏の所管であり

保護司活動がこれに当たります。

教誨活動とは 在 監あるいは在院の被収容吉に対して行

う精神的 倫 理的 宗 教的な封 し活動をおおしている名称

です。人間の根底!こある形両上的な精神に訴え 激 この劇

間内に於いて再教育を施して 社 会に復帰せじめようとす

る活動です。

現在 致 誨の規定は監獄法第29条に 「受干J者には教誼

を施すべし そ の他の在監者教誨を善ふときは之を許すこ

とを得Jと 実施を促しています。監獄法施行規貝明ヨよ致譲

日 個 人数誼 遭 喪教誨 棺 前敦誨等の規定が設けられて

います。

全国に於ける施設では 刑 お所とTjするものは?4ヶ所

で支所や作業所を含めると201ヶ所 少 年院は54ヶ所

少年鑑月J所は53ヶ所 婦 人補導所は lヶ所あります。被

収容者については i」務所では 平 成 6年度現在 1日平均

45,573人 昭 和30年代初め頃までは40万人近くの被収

容者がありました。少年院では 平 成 6年度 1日平均

9030人 で減少の傾向にあります。

私が教誨を実施している多F―少年院は 平 成 6年官の人

院者数は 1日平均114人で 前 年度と比べて4?人も減少

し 平 均年令は18才です。送致の家庭裁判所は 横 浜

千葉 お 和 書 D 東 京 八 王子の順に多くを占めておll

ます。非行の内容は 窃 盗が40% 覚 せい剤が10% 道

交法が10% 傷 害が 996の順に多く占めています。保護

者については 実 父母があるこの50% 実 父だけのもの

11% 実 母だけのもの19% 実 父義母のもの B% 義 父

実母のもの 9%等 になっております。

私が教誨の委嘱を受けたのは 平 成元年 7月 25日で

月に 1日1国人致誼を2～ 3人に実施し 1人 1時間と定め

られております。現在教誨を行っている少年は2人で 共

に18才で 個 室で個人面訣の形をとっております。

初めて教誨を実施する少年は そ の人の性格を知る事

が 先 ず必要です。少年違によっては 質 問から応える状

態から話に入って行<事 も多くあり 事 件に係わる事は

一匹的に連け こ れから社会で生きて行<た めを中心に

教示して行きます。

一例を申し上げますと 少 年達が良く知つている 「ジャ

ンケンJの 話等 興 味あるものから入って行きます。ジャ

ンケン本一イまたはジャンケンポーイとは中lEから 仏 教

と共に伝えられた言葉で 仏 教用語であり 浸 字で 「料

【卓 話 】
「私の地域活動」

一一一
教講師として

一一一

吉祥院 代 表役員  津 守 弘 範



簡法青Jと 言きます。本来は中国語であll 「 リョウカン

ホーイまたはリョウケンホーイ」と読みます。長い歴史を

経て 今 日では 「ジャンケンボーイ」と一般に言われてお

ります。意味は 料 箇とは考えるとか 思 考する事であ

り 法 意とは真の心であり 草 の心を考えると言う事で

す。グウ チ ョ■ ノ■ はそれぞれ片方に隣つけれど ま

た片方には負けると言う事で 勝 っても負けても怨みっこ

なしよと言う事です。我々の人生を物語っているのが

ジャンケンの意味であり 知 る人も少ないと思います。

そこで 人 間が 人 とL/て正し<生 きて行<実 践道に話

は移ります。正しいと言う字は 自 分がい<ら 正しいと

思っても 一 国 卜って考えよと言う字から出来ています。

仏教には 十 善戒と言う言葉があり 十 の減を守りなさ

いと言う事で こ れを取ると我々一般の人も日常生活で

お互しヽ こ嫌われる事になります。

では 十 毒戒とは第 1は 「不殺生J(ふ せっしょう)

で 生 きとし生けるもの す べてこれ尊い生命 こ の生命

を生かしあう事 人 間としてお互いの投生は当然犯しては

なりません。しかし で は殺したものは食べないかと言う

と 私 共は牛肉 豚 肉 魚 または野豪等は食べます。これ

らのものは人間が取って殺したもので 食 する事によって

我々の生命をまっているものです。だから 日 本人である

我々は食事をするときに 「いただきますJと 言い 食 事

が終わると 「 3記 走さまJと 言うのです。生命のあるも

のを食するので 感 調の気持ちの意を現す言葉です。

第 2は 「不観盗」 (ぶちゅうとう)で  人 のものをおむ

まい、物も 心 も 時 間もと言う事です。

第 3は 「不邪姪」 (ふじゃいん)で  性 の徴望に流され

ず 純 潔を守ろう 正 しい結嬉生活を送ろうと言う事で

す。

第 4は 「不享語」 (ふもうご)で  常 に勇気をもって

真実を語ると言う事で 喧 をつかない事です。

第 5は 「不椅語J〈 ぶきめ て こ とさらに言葉を飾ら

ない事です。

第6は 「不悪□J(ふ あっく)で  人 をそしり 傷 つけ

まい 人 には美点があるもので 悪 □を言わない事です。

第7は 「不□舌J(ふ りょうせつ)で  無 責イ=な二枝舌

を使わないと言う事です。

第 8は 「不樫貧J(ふ けんどん)で  与 える喜びを知る

事で 出 しおしみ ま たはけちんぽうにならない事です。

第 9は 「lt 8員意J(ふ じんに)で  な りは炎 自 分も大

も 焼 きつくす事で 怒 って人に接してtよいすませんと言

う事です。

第10は 「不邪見J(ぶ じゃけん)で  偏 ったものの見

方は連けようと言う事です。

以上で十の戒となるわけですが こ の十毒戒を二つに分

する事が出来ます。第 1から第 3までは 身 体を動かす事

によって行う行為です。これを身と言う言葉で現します。

つぎに 第 4か ら第 7までは □ から発する言葉によっ

て禍を及ぼします。これを□という字で現します。

最後は 第 8か ら第10までで 心 の問題なので 心 が

間違つていると起こる事です。これを意と言う言葉で現し

ます。

以上を仏教では 身 □意と言い 人 間の三業とか 三 密

とか言いますt身 は人間の行動を合・H7 世 周で一般的に行

いを指します。行動が出来て 言 葉がきちっと言える人

そして心のしっかllした人であるようにと 仏 様に 我 々

はか参りするわけです。そこでお参りのときは お 線香は

=本  お 焼言は三□する享が正しいお参りの仕方です。仏

様に自分の身□意を念じて行う行為となるわけです。大き

な葬信等で 多 くの人が並んでいる場合に 葬 儀屋さんが

お嬌香は 1□にして下さいと言う事があります。これは二

つの事を同時に念じてお参りして下さいと言う事です。

仏様に行うお焼香やお線香は 仏 様のためでなく 実 は

自分のために 自 分の身 言 葉 心 をしっかりするよう

に 仏 様にお願tlをする事であります。

社会に出たら ど うか正しく生き 正 しい生活を送るよ

うお願いして お 話を終わります。   合  掌

第248□ (11・29)例 会において

吉 祥  院

創達は古く鎌倉時代初めLFlと伝えられている。正平

7年 (1352年)新 田義貞の息子義EHが植えた 「しだ

れ桜」は後に東京都の天然記念物に指定され 樹 齢

600年 を数えるまでに成長したが 昭 和39年の台風

で惜しくも壊滅した。その見事な様子は井上靖の小

説 「憂愁平野Jに 描かれ週刊朝日誌上に連載され

た。

(卓話担当 !関同 俊 二)


